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04321  OPOPOPOP より 4321 OPOPOPOP   
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21 OPOPOPOP   

14321  OPOPOPOP であるから 4321 2222 OPOPOPOP   4321 OPOPOPOP   

同様にして、 4231 OPOPOPOP  、 3241 OPOPOPOP  も示される。 

 

次に、 21

2
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21 22 OPOPOPOPPP  、 43

2

34
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43 22 OPOPOPOPPP  であり、 

4321 OPOPOPOP  より 
2

43

2

21 PPPP   4321 PPPP   

同様にして、 4231 PPPP  、 3241 PPPP  も示される。 

 

以上により、これら 4点をどのように 2点ずつに分けても、各 2点間の長さは等しい。 

これら 4点は、単位円上の相違なる点であり、凸四角形の頂点である。 

したがって、この四角形の対向する 2辺の長さ、2本の対角線の長さは、いずれも等しいから、 

これら 4点は、長方形の頂点である。(証明終) 


